
【GIGA×指導の工夫・改善】 １時間の授業における「導入」「児童間の交流」「振り返り」でのICT活用の効果

幸手市立さかえ小学校（埼玉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
○本校では、各教科等での指導において、「導入」「児童間の

交流」「振り返り」でICT活用を重点的に取り組んできた。
○「導入」においては、前時の学習内容の想起・資料提示
（例：道徳の事前アンケートの提示 等）・本時の学習の課題
の提示などに活用した。掲示物などの作成に時間がかからず、
児童のタブレット端末に提示できるため、教員の教材研究の

  時間短縮にもつながった。
○「児童間の交流」においては、次の２点に主眼を置いて取り
  組んだ。

①自分で考える時間（自力解決）は、それぞれのタブレット
端末に考えを入力していく。教員は机間巡視ではなく、端末
の画面を見ながら、児童の思考の様子を観察し、タブレット
端末を通じて児童とのやりとりを行う。その場の評価を行い
ながら、悩んでいる児童にはヒントコメントを示したり、資料
の提示を行ったりした。

②児童間の交流では、思考ツールソフトを活用して、自分の
考えと友達の考えを比べさせた。似ている点と異なる点とを
共有シートを活用してつなげていき、自分の考えのアップ

       デートにつながるようにした。
○「振り返り」の場面では、できるだけ入力時間を確保し、本時の
  学びでわかったことや気づいたこと、次時の学習に向けての考え
  などを入力させた。思考ツールによって互いの振り返りを見合う
  ことができるのは効果的であった。
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